
外交
Diplomacy

6	
習
近
平
体
制 

個
人
独
裁
へ
の
政
治
力
学

	
対
談
◦
鈴
木 

隆（
大
東
文
化
大
学
）
×
川
島 

真（
東
京
大
学
）

16	

「
玉
虫
色
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」に
浮
か
ぶ
中
国
政
治
の
対
立
軸 

益
尾
知
佐
子（
九
州
大
学
）

22	

中
央
軍
事
委
員
会
に
起
き
て
い
る「
異
変
」 

林 

載
桓（
青
山
学
院
大
学
）

28	

「
パ
ッ
ク
ス
チ
ャ
イ
ナ
」は
来
な
い 

津
上
俊
哉（
日
本
国
際
問
題
研
究
所
）

36	

技
術
大
国
中
国
の
Ａ
Ｉ
最
前
線 

丸
川
知
雄（
東
京
大
学
）

42	

香
港「
中
国
式
」開
発
は
浸
透
す
る
か 

倉
田 

徹（
立
教
大
学
）

48	

イ
ン
ド
と
中
国 

緊
張
は
ら
む
大
国
間
関
係 

近
藤
正
規（
国
際
基
督
教
大
学
）

54	

中
央
ア
ジ
ア
諸
国
で
拡
大
す
る
中
国
の
存
在
感 

宇
山
智
彦（
北
海
道
大
学
）

60	

米
中
の
は
ざ
ま 

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の「
発
展
戦
略
」 

岸
川 

毅（
上
智
大
学
）

66	

ド
イ
ツ 

未
完
の
戦
略
転
換 

グ
レ
ゴ
ー
ル
・
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン（
ロ
ー
デ
ィ
ア
ム
・
グ
ル
ー
プ
）

特
集

中
国
習
近
平
体
制
を
め
ぐ
る
思
惑

連
載

　

　

35	

外
務
省
だ
よ
り

	

ア
ラ
ウ
ン
ド・
ザ・ワ
ー
ル
ド

100	

　
ネ
パ
ー
ル
政
変
と
Ｚ
世
代
革
命　
植
木
啓
太（
時
事
通
信
）

102	

　
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
前
大
統
領
禁
錮
27
年
判
決　
田
中
健
吾（
時
事
通
信
）

113	

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

144	

ブ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー　
中
村 

督（
北
海
道
大
学
）

148	

新
刊
案
内

150	

英
文
目
次

153	

Ｉ
Ｎ
＆
Ｏ
Ｕ
Ｔ

76	

日
韓
関
係
深
化
の「
解
」を
探
し
て 

小
針 

進（
静
岡
県
立
大
学
）

70	

イ
ス
ラ
エ
ル・ハ
マ
ス 

和
平
へ
の「
第
一
歩
」と
な
る
か 

溝
渕
正
季（
明
治
学
院
大
学
）

82	

Ａ
Ｉ
時
代 

人
間
固
有
の
価
値
観
と
は

	

　
哲
学
界
と
産
業
界
の
対
話
か
ら 

飯
塚
恵
子（
読
売
新
聞
）

88	

Ａ
Ｉ
時
代
の
核
抑
止 

村
野 

将（
ハ
ド
ソ
ン
研
究
所
）

94	

科
学
外
交
・国
際
協
力
と
し
て
の
Ａ
Ｉ
活
用 

中
谷
純
江（
一
橋
大
学
）

FOCUS
危機の時代に
向き合うAI

Vol. 94 2025
Nov./Dec.

今月の表紙
中国共産党四中全会の直前、
軍幹部の粛清が行われた。習
近平体制は盤石か、後継はど
うなるのか� （AFP＝時事）

104	

パ
ラ
オ
か
ら
見
た
日
本
の
国
際
協
力

	

対
談
◦
中
西 

寛（
京
都
大
学
）
×
峯 

陽
一（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
緒
方
貞
子
研
究
所
）

114	

モ
ディ
首
相
訪
日 

日
印
関
係
の「
ゴ
ー
ル
デ
ン・チ
ャ
プ
タ
ー
」を
開
く 

小
野
啓
一（
駐
イ
ン
ド
大
使
）

120	

サ
ウ
ジ・
パ
キ
ス
タ
ン
相
互
防
衛
協
定
の
イ
ン
パ
ク
ト 

近
藤
重
人（
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
）

126	

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
大
地
震

	

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
支
援
活
動 

村
上 

優（
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
、
平
和
医
療
団
・
日
本
）

132	

危
機
に
瀕
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ 

中
村 

亮（
外
務
省
）

138	

外
交
現
場
か
ら
見
た
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
９ 

村
上
顯
樹（
外
務
省
）

TREND 2025


